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黒曜石の黒色を構成する要素の考察

 

Consideration of the elements that make up the black color of

obsidian

 
*北村 まる1

*Maru Kitamura1

 
1. 長野県諏訪清陵高等学校

1. Suwa Seiryo High School

 
　黒曜石の色について、「黒曜石の黒色はFeによるものである」という説があるが、蛍光X線分析で乳白色の

黒曜石と黒色の黒曜石のFeの含有量を比較した際には著しい差は見られない。そこで顕微鏡下で分かる構造に

注目して、黒曜石の色を構成する要素についての考察を行った。 

　本研究では異なる産地、異なる色の黒曜石を用いてそれぞれ薄片を作成し、偏光顕微鏡で観察を行った。黒

色の北海道白滝産、同じく黒色の長野県和田峠産、乳白色の大分県姫島産のサンプルを用いた。黒曜石内部の

晶子・微晶、または気泡の存在が認められ、またそれらの占有面積をモード測定によって求めた。また、厚さ

を統一したスラブを作成し、暗所にてライトを固定させて、スラブを通した時と何も通さずに測定した照度を

照度計を使って比較して黒曜石の光の透過率を求めた。 

　各産地ごとの黒曜石の薄片に見られる特徴的な晶子形態が白滝産と和田峠産のサンプルに見られた。白滝産

には「黒色の斑点上の晶子」が見られ、和田峠産には「黒色針状晶子」「球形状珪長質物質」が確認でき

た。またモード測定時に利用したグリッドを再利用して、それらの占有面積を図で示した。姫島産にはプロピ

ライト変質が見られ、また気泡内に成長した構造が確認できた。計測の結果、薄片内の気泡の面積が大きくな

るほど光の透過率は低くなっていることが分かった。 

　モード測定の結果、姫島と和田峠はおおよそ同じ様相を呈したが、白滝産は斜長石の値が高かった。 

　薄片内の気泡の占有率と黒曜石内部の黒い晶子が、黒曜石の色味に関係しているのではないかと考え、それ

らを計測した。結果から、気泡の占有率は黒曜石の光の透過率に影響を与えていると考えられる。また黒色の

黒曜石内には黒色の晶子が含まれ、乳白色の黒曜石にはそれが見られないことから、黒曜石内部の黒い晶子が

色味に影響していると考えられる。また、内部の晶子が産地ごとの若干の色の違いに影響していると考えられ

る。
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